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会議録（１）

会議の名称 第 3回飯能市山間地域振興審議会

開催日時 令和 5年 1月 31 日（火）

開会 午前・後 1時 30 分 閉会 午前・後 2時 40 分

開催場所 飯能市富士見地区行政センター 第 1会議室

議長氏名 熊 田 俊 郎

出席委員 熊 田 俊 郎 ・ 栗 原 典 夫

町 田 靖 ・ 大 野 康

中 村 晶 代 ・ 影 山 理 恵

欠席委員 加 藤 孝 雄

木 﨑 稔 生 ・ 青 木 茂

説明者の

職氏名

市民生活部長 細 田 幸 二

市民協働推進課地区行政センター管理担当課長 岡 野 晴 男

傍聴者の数 なし

会議次第 別紙のとおり

配布資料 別紙のとおり

事務局職員

職氏名

市民協働推進課地区行政センター管理担当課長

兼富士見地区行政センター所長 岡 野 晴 男

主査 石 澤 育 代
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会議録（２）

議事の概要（経過）・決定事項

１ 審議事項

（１）第 4次飯能市山間地域振興（答申）案について（公開）

別紙のとおり

２ その他（公開）
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会議録（３）

発 言 者 発 言 内 容

部長

会長

部長

会長

課長

会長

委員

定刻になりましたので、開始いたします。

本日は、お忙しい中ご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。

本会議は全て公開となっておりますが、現時点では傍聴者の申し出はい

ないことをご報告いたします。

定足数に足りておりますので、ただ今から、第 3回飯能市山間地域振興
審議会を開催させていただきます。

はじめに、熊田会長からご挨拶をお願いします。

（会長より挨拶）

それでは、これよりの議事の進行は、審議会条例第６条により、会長に

議長をお願いいたします。

それでは、これより議長を務めさせていただきますので、皆様のご協力

をよろしくお願いいたします。

はじめに（1）「第 4次飯能市山間地域振興計画（答申）案について」を

議題といたします。

それでは事務局より説明をお願いします。

それでは、はじめに第 4次飯能市山間地域振興計画案変更点について説

明します。これまでの審議会の意見を加筆させていただきました。

（資料により説明）

続きまして、答申（案）についてご説明いたします。今までの審議会の

委員の方々の意見を集約し、盛り込んだものです。

（資料により説明）

説明は以上です。

何かご意見、ご質問はございますか。

いくつか提案があります。第 2回の審議会で、空き家とその家の近くに

ある小さな農地の利用について提案しましたが、山間地域の農地を取得す

る場合の下限面積の緩和を行ったほうが、新しい人が農業を行いやすいの

ではないでしょうか。

2 点目、先程の計画の説明の中で、大規模開発については、指導を行っ

ていくという話でしたが、どうしても守りたいところはその土地を取得し

たり、保安林指定にするなど、守るべきところは市として攻めの姿勢で守

るのはどうでしょうか。

3点目、今回の答申書についてうまくまとまっていますが、第 3 次の答

申書との比較をお聞きします。
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部長

委員長

委員長

委員長

部長

委員長

委員長

課長

部長

部長

委員

部長

委員長

委員長

まず 1点目についてですが、計画書 31 ページ空き家対策のところに「周

辺農地」という言葉を入れ、「空き家及び周辺農地の対策に取り組みます」

にしてはどうでしょうか。

この提案につきましてははいかがでしょうか。

(異議なし）

訂正といたします。

2点目の開発させたくないところには市として積極的に保安林指定や水

源を保全するために土地の取得などの方法を取るという提案についてはど

うでしょうか。

32 ページの森林づくりのところに「水源林の涵養」と「保全」という言

葉を入れ、「災害対策や水源林の涵養を含め、自然景観を整備・創造・保全

するための仕組みを検討します」としてはいかがでしょうか。

この提案につきましてはいかがでしょうか。

（異議なし）

訂正といたします。

3 点目の答申書についてですが、前回の第 3 次のものは、かなり細部に

わたり書かれておりました。

参考までに、第 3次答申書を読み上げさせていただきます。

（第 3次答申書読み上げ）

今回の第 4次山間振興計画の答申書は、今までの審議会の各委員の意見

を集約して入れさせていただきました。ご意見よろしくお願いします。

名栗での地区懇談会の際に、前回の審議会委員だった方が、第 3次の計

画で未解決の課題などについては、第 4次の計画に盛り込んでもらいたい

と言っていました。

答申（案）中、１に現在の関係個別計画との連携をとることと「これま

での計画を踏まえ」を加筆し、「関係個別計画と連携したうえで、これまで

の計画を踏まえ、」にするのはどうでしょうか。

この提案につきましてはどうでしょうか。

（異議なし）
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委員

部長

委員

部長

委員

部長

委員

部長

委員

訂正とします。

第 2回審議会の際に、8ページにある目標指標の箇所で若者の転出意向

の分析の必要性を提案し、定住意向数値が知りたいと発言しましたが、何

か確認はできたのでしょうか。若年層が望んでいる住みやすさ・期待は何

かの検討が必要だと思います。高齢者が住み続けたいと思うのは当然で、

子育て世代である 20 代後半から 30 代の人たちがどうして地元に残らない

のか、若者は地元のことをどう考えているのかということに非常に関心が

あります。若者に対する施策については、どのように答申書に盛り込みま

したか。

今回の答申書 3のところで、これから若い人が住むようなまちづくりを

進めてほしいというご意見を審議会からいただいたという意味で、「若年層

に住みやすさをアピールできるような施策を行ってほしい」という表現を

盛り込ませていただきました。

アピールについては具体策はあるのですか。

どういうアピールが効果的であるか考えることも含めて、ご提言いただ

いているという内容で答申書に盛り込ませていただいております。

若年層は未給水地域について大いに不便と感じるのではとの意見があり

ましたが、若年層でなくても様々な住みにくさは感じていると思います。

コロナで自分の自治会へ移住してきた 4家族と話した際に、出勤する時の

雪対策だったり、日照不足のための間伐をしたくても一部自己負担になり

費用的に困難なので、何とかなればと話しておりました。

住みやすさとは、人それぞれ様々な要素があるかと思います。今回の山

間地域振興計画では、市民と行政が協働でやるべきことと、行政がやるべ

きことの二つのカテゴリーに分けて挙げさせていただきましたが、それ以

外にも市全体で様々な魅力アップをすることで、飯能市そして山間地域に

移住したいという人がいるかもしれません。移住を希望する理由は、いろ

んな要素があると思っております。それを「住みやすさをアピールする」

というコンパクトな言葉で表現してしまいましたが、この言葉に皆さんか

ら言われていることすべてを凝縮した言葉として書かせていただいたと、

こちらでは考えております。

定住意向年代分析はできているのですか。

企画課に確認したところ、定住意向はシニアより若年層が低い傾向があ

ります。シニア層は 76.5％程ですが、若年層は 50％程です。年齢別で言う

と 18 歳から 29 歳が約 50％、30 歳から 39 歳が約 65％のようです。現状が

低いため、計画では住み続けたい人の割合の増加を目指していこうという

書き方にしてあります。

若年層は何が不足と感じているのか把握・分析していますか。
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委員

部長

委員長

委員長

委員長

委員長

委員長

部長

部長

できれば住み続けたいを含めて 75％あるということは、どちらかといえ

ば住み続けていきたいというのが、山間地域の人たちの考えなのではない

でしょうか。山間地域が住みやすければ自然と住んでくれるはずです。だ

から「住みやすさをアピールする」ではなく、「住み続けるためには何が必

要かをこの計画の期間で調査し、その対策を進めます」などの書き方のほ

うがいいのではないでしょうか。ただ、その住みにくさが魅力で転入して

きてくれる人もいます。

「若年層が住みやすいと思える施策を実施していただきたい」、このよう

な表現はいかがでしょうか。

それでは、答申（案）３に住みやすさに必要なもの・ニーズを把握する

という意味を含め、「若者層が住みやすいと思える施策を行っていただきた

い」に変更してはどうでしょうか。

（異議なし）

ではそのように変更します。

それでは審議はこれで終了いたします。

休憩します。

休憩 14：27

再開 14：35
再開いたします。

先程の議論を加えた答申書をいただきましたが、これでよろしいでしょ

うか。

（異議なし）

それでは、この答申で決定したいと思います。

（委員長、答申書を読み上げ、部長へ答申書を渡す）

ありがとうございました。

それでは次第の 4、その他でございます。その他について、事務局から

連絡がございます。本日配布した計画書ですが、最終的に完成したものに

つきましては、4月以降、改めて皆様のところへお送りする予定です。ま

た、委員の皆様につきましては、山間地域の計画を策定するためにお集ま

りいただいておりますので、本日をもちましてその任期が満了と言うこと

になります。長い間大変ありがとうございました。

その他皆様からご意見等はございますか。

（なし）
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部長

部長

それでは最後に委員の皆様に御礼ご挨拶を申し上げます。

（部長挨拶）

それでは以上をもちまして本審議会を終了させていただきます。ありが

とうございました。

閉会 14：40

議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。

令和 5年 月 日

議 長 の 署 名


